
北陸新幹線の列車愛称を募集！
　平成27年春の北陸新幹線開業を控え、新幹線まち
づくり推進上越広域連携会議では、東京～金沢間を
走る新幹線列車の愛称を募集しています。応募され
た愛称を連携会議でまとめ、ＪＲへ提案します。な
お、愛称はＪＲが決定します。（※列車愛称とは、例え
ば上越新幹線の「とき」や「たにがわ」のことです。）
募集内容　北陸新幹線開業後に、東京～金沢間で
運転される列車の愛称で、当地域にちなんだ全
国の人からも親しまれる愛称とします。どなた
でも応募できます。応募いただいた方の中から
抽選で70人に、上越・妙高エリアの温泉施設
ペア宿泊券や当地域の特産品、北陸新幹線にゆ
かりのある鉄道グッズなどをプレゼントしま
す。（※当地域とは、新潟県上越市、妙高市、
柏崎市、十日町市、佐渡市をさします。）
応募方法　列車の愛称（ひらがな）とその理由、
氏名、住所、年齢、電話番号を記入し、ハガキま
たはファックスで応募してください。なお、１回
の応募で１点の応募とします。
応募締切　４月21日(日)
応募先　新幹線まちづくり推進上越広域連携会議
事務局（上越市役所新幹線・交通政策課内）
　〒943-8601　上越市木田1-1-3
　☎025-526-5111（内線1847）
　FAX 025-526-8363
※連携会議のホームページ
（http://shinkansen-joetsu-koiki-renkeikaigi.jp/）
　からも応募できます。

「祝 市制施行10年」
記念事業の取り組みについて

　島内10か市町村の合併により誕生した佐渡市
が、来年３月で市政施行10周年を迎えます。
　市民の更なる一体感を育むため、この節目とな
る機会に、市では各種記念事業を行う予定です。
　つきましては、市民参加による全市的な取り組
みにつながることを願い、多くの市民等が集まる
イベントなどには、本年３月から事業名の前に次
のような冠を付けることにします。

　この趣旨にご賛同いただける市内の事業所や団
体の皆様からは、同様の取り組みをお願いしま
す。
お問い合わせ
市役所総務課　行政係　☎63-3111

鼓童 佐渡特別公演2013－春－
　昨年よりスタートし好評いただいた「鼓童 佐渡特別
公演」。更に内容の充実した公演を目指し、今年も宿根
木公会堂で開催します。公演期間中、出演者によるワー
クショップや太鼓体験・宿根木散策などとのセットプラン
もございます。ゴールデンウィーク、ぜひご家族や帰省の
ご友人などお誘い合わせの上、お越しください。
公演日　４月26日(金)～５月６日(月・祝)
　全10回公演（４月30日(火)は休演）
会場　宿根木公会堂（小木地区・佐渡市宿根木456）
開場　14:30　 開演　15:00　 終演　16:00頃
出演　藤本吉利、小島千絵子、山口幹文、齊藤栄一ほか
チケット（全席自由、定員各回150名様）
　前売　大人3500円、小人（４歳～小学生）1500円
　当日　各300円増（※３歳までの乳幼児は入場無料）
　※団体割引あります（10枚以上、鼓童直売のみ）
チケット取り扱い
　鼓童チケットサービス　☎86-2330（月～金）
　佐渡太鼓体験交流館　　☎86-2320（月曜休）
　アミューズメント佐渡　☎52-2001
　※ＪＲ東日本みどりの窓口でも取扱中。
お問い合わせ
　（公財） 鼓童文化財団　☎81-4100
　公演と合わせた太鼓体験・宿根木散策などとの
セットプランに関するお問い合わせ
　(社) 佐渡観光協会　☎27-5000

子ども鮭放流プロジェクトin佐渡
　今年も「子ども鮭放流プロジェクトin佐渡」を
開催します。この事業は、鮭稚魚の放流をとおし
て、地域の水産資源を知り、豊かな海を守るため
に身近なことから取り組んでいくことの大切さを
感じてもらうことを目的としています。放流中の
水中映像が見られるほか、放流後にはおいしいエ
ビ・カニ汁のサービスがあります。
開催日　３月24日(日)
会　場　両津地区　久知川下流域（現地集合・解散）
時　間　午前10時30分～　鮭稚魚の放流
対　象　小学生（３年生以下は保護者同伴）、中学生
　　　　大人の参加も大歓迎です。
参加費　一人当たり100円（保険料として）
申込方法　参加申込書を市役所農林水産課水産振
興係に提出していただくか、ファックス
（63-5127）でお申し込みください。（参加申込書
は、市役所両津支所産業振興課にもあります。）
申込期限　３月18日(月)（必着）
お問い合わせ
市役所農林水産課　水産振興係　☎63-3761
主　催　佐渡市両津地区漁業振興協議会
協　力　新潟県佐渡地域振興局水産庁舎、佐渡市、新
潟県漁業協同組合連合会、水産寺子屋実行委員会

　平成25年３月から平成26年２月まで
　　　「祝 市政施行10年」

　平成26年３月から平成27年２月まで
　　　「祝 佐渡市市政施行10周年」
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75
歳
以
上
の
方
が
、
路
線
バ
ス
１
乗
車
を

２
０
０
円
で
ご
利
用
に
な
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
、

４
月
以
降
も
継
続
し
ま
す
。
（
新
た
に
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
た
い
方
は
申
請
が
必
要
で
す
。
）

　
バ
ス
補
助
券
の
有
効
期
間
は
、
１
年
間
で

48
回
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
路
線
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

バ
ス
補
助
券
の
利
用
方
法

　
島
内
の
ど
の
路
線
バ
ス
で
も
ご
利
用
に
な

れ
ま
す
。
「
バ
ス
補
助
券
」
１
枚
と
現
金
２

０
０
円
を
運
賃
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

乗
換
券
の
利
用
方
法

　
乗
換
便
の
対
象
路
線
に
乗
車
し
、
バ
ス
を

降
り
る
と
き
に
「
バ
ス
補
助
券
」
１
枚
と
現

金
２
０
０
円
を
運
賃
箱
に
入
れ
、
運
転
手
に

乗
り
換
え
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、
指
定
便
の

「
乗
換
券
」
が
も
ら
え
ま
す
。
次
に
、
乗
り

換
え
た
バ
ス
を
降
り
る
と
き
に
、「
乗
換
券
」

だ
け
を
運
転
手
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
（
帰

り
も
同
様
で
す
。
）

対
象
路
線

・
直
行
便
【
海
府
線
、
内
海
府
線
】

・
乗
換
便
【
東
海
岸
線
、
前
浜
線
、
度
津

線
、
小
木
線
（
金
田
新
田
線
）
】

※
詳
細
な
時
刻
は
、「
佐
渡
島
内
路
線
バ
ス

時
刻
表
（
平
日
版
）
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

問 

市
役
所
交
通
政
策
課
生
活
交
通
係

☎
63
―
３
１
８
４

　
ト
キ
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
の
オ
ー
プ
ン
に
あ

わ
せ
て
、
路
線
バ
ス
「
南
線
」
の
一
部
ダ
イ

ヤ
が
ト
キ
の
森
公
園
を
迂
回
運
行
し
ま
す
。

（
通
学
・
通
院
の
時
間
帯
を
除
く
９
時
台
〜

15
時
台
）

期
間
　
４
月
１
日
〜
11
月
30
日

運
賃
　
南
線
行
谷
バ
ス
停
の
運
賃
と
同
一
運

賃
と
な
り
、
以
降
の
運
賃
へ
の
加
算
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
バ
ス
の
運
行
や
バ
ス
停
に
つ
い
て
の
ご
不

明
な
点
は
、
新
潟
交
通
佐
渡
（
株
）
本
社
営

業
所
（
☎
57
―
２
１
２
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
４
月
１
日
か
ら
、
バ
ス
フ
リ
ー
乗
車
券
に

新
た
に
「
３
日
間
フ
リ
ー
乗
車
券
」
が
追
加

さ
れ
ま
す
。
施
設
利
用
券
が
つ
い
て
大
変
お

得
な
乗
車
券
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

販
売
価
格

○
１
日
フ
リ
ー
乗
車
券

　
大
人
１
５
０
０
円

○
２
日
間
フ
リ
ー
乗
車
券

　
大
人
２
５
０
０
円

　
（
施
設
利
用
券
５
０
０
円
付
）

○
３
日
間
フ
リ
ー
乗
車
券

　
大
人
３
５
０
０
円

　
（
施
設
利
用
券
１
０
０
０
円
付
）

※
子
ど
も
は
、
乗
車
券
・
施
設
利
用
券
と
も

に
大
人
の
半
額
と
な
り
ま
す
。

 

フ
リ
ー
乗
車
券
の
販
売
窓
口
や
利
用
で
き

る
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
新
潟
交
通
佐
渡

（
株
）
本
社
営
業
所
（
☎
57
―
２
１
２
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ね
こ
を
屋
外
で
飼
育
す
る
と
、
ね
こ
が
不

慮
の
事
故
に
あ
っ
た
り
、
他
の
ね
こ
と
の
ケ

ン
カ
で
ケ
ガ
を
し
た
り
す
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

　
ね
こ
を
屋
内
飼
育
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら

の
危
険
性
を
回
避
で
き
、
ふ
ん
尿
や
畑
荒
ら

し
な
ど
で
ご
近
所
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が

な
く
な
り
ま
す
。
な
お
、
ね
こ
は
き
れ
い
な

ト
イ
レ
が
あ
れ
ば
必
ず
そ
こ
で
排
泄
し
ま
す

の
で
、
屋
外
で
ふ
ん
尿
を
さ
せ
る
場
合
は
、

ね
こ
専
用
の
ト
イ
レ
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
殺
鼠
剤
等
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全

使
用
上
の
注
意
等
を
確
認
し
、
適
正
な
管
理

を
行
う
と
と
も
に
、
ご
近
所
の
ペ
ッ
ト
や
小

さ
な
お
子
さ
ま
が
誤
っ
て
殺
鼠
剤
を
口
に
し

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
殺
鼠
剤
等
の
使
用
場

所
へ
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
保
健
所
　
生
活
衛
生
課

☎
74
―
３
３
９
９

市
役
所
環
境
対
策
課
　
環
境
対
策
係

☎
63
―
３
１
１
３

飼
い
ね
こ
が
誤
っ
て
殺
鼠
剤
を
食
べ
、
死

亡
し
た
と
推
測
さ
れ
る
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す

さ
っ
そ
ざ
い

　障害福祉サービス事業所「あんずの家」では、利用

者の皆さんの作業の一環として、ウエスづくりを行っ

ています。その材料となる古着やタオル、浴衣、シー

ツ等を集めています。ご家庭で不用になった古着や

タオルなどをご寄付ください。ご連絡いただければ

取りにうかがいます。

ご協力ください

ウエスの材料を集めています

問 あんずの家（両津湊343－46）☎23－3303（加藤）

お
　
知
　
ら
　
せ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

路
線
バ
ス
に
乗
っ
て
ト
キ
を
見
に
行
こ
う

ね
こ
の
室
内
飼
育
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

路
線
バ
ス
運
賃
割
引
実
験

（
75
歳
以
上
の
方
対
象
）を
継
続
し
ま
す

お
得
で
便
利
な「
バ
ス
フ
リ
ー
乗
車
券
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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有
　
料
　
広
　
告

　
市
営
住
宅
　

◆
お
り
と
住
宅
（
相
川
）

　
※
単
身
で
の
申
込
み
可
能

　
所
在
地
　
相
川
下
戸
炭
屋
町
2
2
番
地

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
53
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
２
戸
（
３
階
、
４
階
）

　
月
額
家
賃
　
１
万
４
８
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
９
０
０
０
円

◆
吉
井
第
２
住
宅
（
金
井
）

　
所
在
地
　
吉
井
本
郷
７
３
２
番
地

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
４
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
７
１
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
３
７
０
０
円

◆
青
木
第
１
住
宅
（
新
穂
）

　
所
在
地
　
新
穂
青
木
１
１
６
３
番
地

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
63
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
５
６
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
０
７
０
０
円

◆
青
木
第
２
住
宅
（
新
穂
）

　
所
在
地
　
新
穂
青
木
３
１
６
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
２
階
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
６
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
２
万
１
６
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
４
万
２
４
０
０
円

◆
第
２
吉
岡
住
宅
（
真
野
）

　
所
在
地
　
吉
岡
７
９
９
番
地

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
７
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
２
万
１
３
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
４
万
１
８
０
０
円

　
県
営
住
宅
　

◆
青
柳
寺
住
宅
（
佐
和
田
）

　
所
在
地
　
中
原
３
１
３
番
地
１

　
規
　
格
　
中
層
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
5
6
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
６
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
２
４
０
０
円

◆
炭
屋
町
住
宅
（
相
川
）

　
所
在
地
　
相
川
炭
屋
町
1
9
番
地
３

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
5
8
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
１
階
）

　
月
額
家
賃
　
１
万
６
６
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
２
７
０
０
円

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
　

◆
木
戸
沢
第
３
住
宅
（
金
井
）

　
所
在
地
　
千
種
１
０
３
８
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
２
階
長
屋
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
９
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
１
階
）

　
月
額
家
賃
　
５
万
３
０
０
０
円
（
定
額
）

◆
新
町
団
地
（
真
野
）

　
所
在
地
　
真
野
6
5
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
1
2
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
５
万
６
０
０
０
円
（
定
額
）

申
込
方
法

　
市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担
当
窓
口
へ
、

申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
３
月
29
日
（
金
）
午
後
５
時

入
居
可
能
日
　
４
月
下
旬
（
応
募
数
に
よ
り

期
間
が
延
び
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

注
意
事
項
　
入
居
に
際
し
、
次
の
こ
と
が
必

要
で
す
。

○
連
帯
保
証
人
　
市
内
在
住
親
族
２
名
（
※

県
営
住
宅
は
１
名
）

○
敷
金
の
納
入
（
家
賃
の
３
か
月
分
）

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
建
設
課
　
住
宅
係

☎
63
―
５
１
１
８

ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
公
営
住
宅
担
当
窓
口
へ

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

【
応
募
資
格
】

※
共
通
条
件
「
①
②
③
」
に
加
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
住
宅
の
入
居
申
込
み
条
件
に
該
当
す

る
こ
と
。

・
吉
井
第
２
住
宅
、
青
木
第
１
住
宅
、
青
木

第
２
住
宅
、
第
２
吉
岡
住
宅
、
青
柳
寺
住

宅
、
炭
屋
町
住
宅
「
④
⑤
」

・
お
り
と
住
宅
「
⑤
」

・
木
戸
沢
第
３
住
宅
、
新
町
団
地
「
④
⑥
」

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
か
、

住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、
公
租
公
課

（
市
税
な
ど
）
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）
が
暴

力
団
員
で
な
い
こ
と

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

④
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が
い

る
こ
と

⑤
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控
除

を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０
０
０

円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
の
い
る
世

帯
、
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
い
る

世
帯
な
ど
は
21
万
４
０
０
０
円
）
以
下
で

あ
る
こ
と

⑥
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控
除

を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０
０
０
円

以
上
48
万
７
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と

お
　
知
　
ら
　
せ
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　交通災害共済は、全市町村で行う助け合いの制度です。

お申込期間　　平成25年２月１日～３月29日

共 済 期 間　　平成25年４月１日～平成26年３月31日

※４月以降のお申し込みは、その翌日から平成26年３月31日までが

　共済期間になります。

お問い合わせ　市役所 総務課 防災危機管理室 ☎63―5135

　または、各支所・行政サービスセンターの担当係へお願いします。

平成25年度新潟県交通災害共済年会費500円



　
灰
吹
床
で
得
た
「
山
吹
銀
」
を
「
吹
分

床
」
で
硫
黄
と
混
ぜ
て
吹
き
溶
か
し
ま

す
。
こ
の
表
面
を
、
水
を
浸
み
込
ま
せ
た

ほ
う
き
で
打
っ
て
表
面
を
冷
や
す
と
銀
の

皮
が
で
き
る
の
で
、
こ
れ
を
は
が
し
ま

す
。
こ
の
作
業
を
12
か
ら
13
回
ほ
ど
繰
り

返
す
と
金
（
筋
金
）
が
残
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
、
銀
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
を
純
金
に
す
る
た
め
、
塩
と

一
緒
に
加
熱
し
ま
す
。「
焼
金
」
も
し
く
は

「
塩
焼
」
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
す
。

　
こ
れ
は
、
銀
と
塩
を
反
応
さ
せ
て
塩
化

銀
に
し
て
、
金
を
分
離
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。

　
工
程
は
、
ま
ず
、
筋
金
を
砕
金
床
に
入

れ
て
炭
火
で
一
旦
溶
か
し
ま
す
。
こ
れ
を

鉄
盤
の
上
に
少
し
ず
つ
す
く
い
あ
げ
、
摺

り
石
で
粉
状
に
細
か
く
砕
き
ま
す
。
粉
状

に
な
っ
た
筋
金
（
上
粉
）
を
生
塩(

ニ
ガ

リ
の
入
っ
た
塩)

と
よ
く
混
ぜ
て
土
器
に

入
れ
、
長
窯
で
加
熱
し
ま
す
。

　
焼
き
あ
が
っ
た
も
の
は
再
度
細
か
く
砕

き
、
水
と
湯
で
よ
く
洗
い
塩
気
を
抜
い
て

純
金
に
し
ま
す
。
こ
れ
を
、
寄
金
床
で
溶

か
し
て
固
め
ま
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63―

５
１
３
６

佐
渡
金
銀
山
絵
巻
を
ひ
も
と
く
（
15
）

　
―
焼
金
（
金
と
銀
を
分
離
す
る
）
―

加熱した焼金を冷まし、

塩抜きをする。

「上粉」を生塩とよく混ぜて

盛り上げ、長窯で焼き上げる。

吹き溶かした金を砕き（図右上）、

「塩合船」（図中央）で「上粉」「荒」

「微塵」の３種類にふるい分ける。

　
全
国
的
に
、
健
康
食
品
の
電
話
勧
誘
販

売
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま

す
。

　
業
者
は
、
高
齢
者
を
狙
っ
て
送
り
つ
け

て
く
る
傾
向
が
あ
り
、
佐
渡
市
で
も
毎
日

の
よ
う
に
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

具
体
例

・
業
者
か
ら
突
然
「
注
文
の
あ
っ
た
健
康

食
品
を
代
金
引
換
で
送
り
ま
す
」
と
電

話
が
あ
り
、
「
注
文
し
た
覚
え
は
な
い
」

と
伝
え
る
と
、
「
確
か
に
注
文
し
て
い

る
。
代
金
は
２
万
円
。
支
払
わ
な
い
と
訴

え
る
」
と
脅
さ
れ
、
翌
日
業
者
が
言
っ
た

と
お
り
に
商
品
が
届
い
て
し
ま
っ
た
。

・
「
健
康
食
品
の
定
期
購
入
を
注
文
い
た

だ
い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
毎
月
送
り
ま

す
」
と
電
話
が
あ
り
、
断
る
と
「
自
分

で
申
し
込
ん
だ
の
に
、
覚
え
て
な
い
と

は
何
だ
。
ボ
ケ
た
の
か
」
「
来
月
以
降

の
分
は
キ
ャ
ン
セ
ル
で
き
る
が
、
１
か

月
分
だ
け
は
買
っ
て
も
ら
う
」
と
強
い

口
調
で
責
め
ら
れ
、
怖
く
な
っ
た
。

 

ア
ド
バ
イ
ス

　
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、

・
勧
誘
さ
れ
て
も
、
必
要
な
け
れ
ば
は
っ

き
り
と
断
る

・
商
品
が
届
い
て
し
ま
っ
て
も
、
「
受
け
取

り
拒
否
」
と
伝
え
、
配
達
業
者
に
持
ち
帰

っ
て
も
ら
う
。

・
必
要
な
い
場
合
は
、
絶
対
に
代
金
を
支
払

わ
な
い
。

・
相
手
が
脅
し
た
り
、
し
つ
こ
く
連
絡
し
て

き
た
り
す
る
場
合
、
警
察
に
通
報
す
る
。

　
不
審
な
場
合
は
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
総
務
課 

市
民
相
談
室

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
係

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

（
平
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

☎
57
―
８
１
４
３

注
意
!!

  

注
文
し
て
い
な
い
健
康
食
品
が
送
ら
れ
て
き
た
！

「
あ
や
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、
契
約
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
　

す
じ
か
ね

や
き
が
ね

す

しおあわせぶね

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

生活情報　
　　さ ど

生活情報　
　　さ ど

生活情報　
　　さ ど
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２
月
２
日
、
小
倉
小
学
校
の
閉
校
式

が
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
創
立
１
３
９
年
の
伝
統
あ
る
学
校
で
し

た
が
、
平
成
25
年
３
月
を
も
っ
て
そ
の
歴

史
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
児
童
数
は
、
一
学
期
に
２
名

の
転
出
が
あ
り
、
現
在
は
11
名
と
な
り

ま
し
た
。
小
規
模
校
の
よ
さ
を
生
か
し
、

全
校
体
制
で
多
く
の
教
育
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
学
年
の
枠
を
超
え

た
家
族
的
な
か
か
わ
り
が
見
ら
れ
、
全

員
が
親
密
な
絆
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地

域
社
会
と
の

連

携

も

強

く
、
お
互
い

に
協
力
し
な

が
ら
学
校
行

事
を
創
り
あ

げ

て

い

ま

す
。
特
に
運

動
会
と
文
化

祭
で
は
、
小

倉
・
長
谷
自

治
公
民
館
と
の
協
働
に
よ
っ
て
行
い
、

前
日
の
準
備
や
本
番
で
は
多
く
の
地
域

住
民
の
方
々
か
ら
の
参
加
に
よ
っ
て
賑

わ
い
、
学
校
の
規
模
を
感
じ
さ
せ
な
い
大

き
な
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
小
倉
小
学
校
の
最
大
の
特
色

と
し
て
「
子
ど
も
鬼
太
鼓
」
が
あ
り
ま
す
。

地
域
に
伝
わ
る
小
倉
鬼
太
鼓
を
教
育
活
動

の
一
つ
と
し
て
取
り
入
れ
、
年
間
を
通
し
て

全
校
体
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。
創
設
以
来

39
年
間
続
い
て
き
た
活
動
は
、
校
内
の
活

動
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
地
域
と
の
深
い

か
か
わ
り
を
も
っ
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

小
倉
・
長
谷
地
区
の
小
倉
例
祭
や
長
谷
寺

の
ぼ
た
ん
祭
り
、
畑
野
地
区
の
安
寿
天
神

祭
な
ど
へ
は
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
都
市
教
育
長
会
議
や
郷
土
芸
能
発
表

会
へ
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
を
越
え
た
佐

渡
全
体
で
の
活
躍
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
大
勢
の
人
前
で
の
活
動
を
経

験
し
て
き
て
い
る
た
め
、
全
員
の
子
ど
も
た

ち
が
人
前
で
物
お
じ
す
る
こ
と
な
く
、
堂
々

と
声
を
出
し
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
25
年
４

月
か
ら
は
、
新

生
畑
野
小
学
校

と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
子

ど
も
鬼
太
鼓
で

培
っ
た
精
神
を

生
か
し
、
自
分

に
自
信
を
も
っ

て
堂
々
と
学
校

生
活
を
送
っ
て

い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
両
津
支
所
内
）

☎
23―

４
８
９
８

　
３
月
と
言
え
ば
桃
の
節
句
。
女
の
子
の

い
る
家
庭
で
は
、
お
ひ
な
様
を
飾
ら
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
桃
の
節
句
に
欠
か
せ
な
い
雛
人
形
で
す

が
、
佐
渡
島
で
は
昔
、
土
で
作
ら
れ
た

「
土
人
形
」
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
佐
渡
島
の
土
人
形
の
歴
史
は
江
戸
時
代

末
期
か
ら
は
じ
ま
り
、
京
都
の
伏
見
人
形

が
原
型
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
佐
渡
の
土
人

形
の
は
じ
ま
り
は
八
幡
と
さ
れ
、
八
幡
人

形
と
呼
ば
れ
ま
す
。
土
人
形
は
島
内
各
地

で
作
ら
れ
、
そ
の
土
地
の
名
前
を
取
っ

て
、
夷
人
形
、
長
木
人
形
、
相
川
の
土
人

形
、
畑
野
人
形
、
新
穂
の
土
人
形
、
大
石

人
形
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
高
価
な
京
雛
や
江
戸
雛
の
普
及
版
と
し

て
土
人
形
が
作
成
さ
れ
、
庶
民
の
間
に
雛

人
形
を
流
行
さ
せ
る
大
き
な
要
因
と
な
り

ま
し
た
。
土
人
形
の
種
類
は
幅
広
く
、
雛

人
形
か
ら
子
供
の
お
も
ち
ゃ
、
幸
福
を
招

く
縁
起
物
の
福
助
な
ど
も
作
成
さ
れ
ま
し

た
。
子
供
た
ち
は
、
自
分
で
土
人
形
を
作

り
、
劇
を
し
て
遊
ん
で
い
た
と
の
こ
と
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
土
人
形
は
庶
民
に

広
く
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　
土
人
形
の
作
成
は
農
閑
期
の
副
業
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
春
に
な
る
と
山
か
ら
土
を

運
び
、
土
づ
く
り
を
し
ま
す
。
５
月
ご
ろ

ま
で
に
型
お
こ
し
を
行
い
、
秋
ま
で
納
屋

に
保
管
し
て
お
き
ま
す
。
そ
し
て
、
10
月

末
ご
ろ
、
農
作
業
が
暇
に
な
る
と
釜
で
人

形
を
焼
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

農
業
の
島
で
あ
る
佐
渡
島
に
ぴ
っ
た
り
の
副

業
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し

て
、
副
業
だ
っ
た
こ
と
が
八
幡
人
形
の
製
作

を
長
続
き
さ
せ
る
要
因
に
な
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
八
幡
人
形
の
材
料
で
あ
る
粘
土
は
、
沢
根

（
野
坂
）
の
土
が
最
も
良
か
っ
た
と
い
う
記
述

が
あ
り
ま
す
。
白
く
て
粘
り
気
が
あ
る
粘
土

は
、
焼
い
て
も
細
か
い
ひ
び
割
れ
が
入
ら
ず
、

土
人
形
作
り
に
と
て
も
適
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
佐
和
田
付
近
に
は
、
佐
渡
島
が
海
に
沈
ん

で
い
た
時
代
か
ら
高
く
隆
起
し
た
時
代
の
地

層
が
あ
り
ま
す
。
八
幡
人
形
は
そ
の
時
に
た
ま

っ
た
泥
を
使
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

佐
渡
島
の
歴
史
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
土
人
形
の

歴
史
も
あ
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
住
む

私
た
ち
は

土
人
形
の

よ

う

な

「
文
化
」

と
、
そ
れ

を
生
み
出

し
た
佐
渡

島
の
「
大

地
」
を
守

っ
て
い
か

な
く
て
は

な
ら
な
い

の
で
す
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
室
（
両
津
郷
土
博
物
館
内
）

☎
23
―
２
１
０
１

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
○23

桃
の
節
句
に

さまざまな種類がある土人形（山本家所蔵）

か
ま

ひ
な

　
佐
渡
市
立 
小
倉
小
学
校
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佐渡市立中央図書館 ☎63-2800

　
新
春
親
子
ゲ
ー
ム
大
会
（
佐
和
田
地
区
）

　
１
月
６
日(

日)

、
佐
渡
中
央
会
館
を
会
場

に
毎
年
恒
例
の
「
新
春
親
子
ゲ
ー
ム
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
学
生
・
園
児
・
幼
児
と
そ
の
保
護
者
あ

わ
せ
て
40
名
の
方
々
か
ら
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
ず
、
最
初
に

佐
和
田
地
区
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
指
導
の
も
と
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

や
ゲ
ー
ム
を
行
っ

た
後
、
理
科
教
育

セ
ン
タ
ー
か
ら
講

師
を
迎
え
簡
単
な

科
学
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
み
ん
な
で
餅
つ
き
を
行
い
ま
し
た

が
、
保
護
者
の
方
々
の
手
を
借
り
な
が
ら
一
生

懸
命
餅
を
つ
い
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

　
最
後
に
、
つ
い

た
餅
を
食
べ
ま
し

た
が
、
自
分
で
つ

い
た
餅
が
美
味
し

か
っ
た
の
か
、
何

度
も
お
か
わ
り
を

す
る
子
ど
も
も
い

ま
し
た
。

　
新
春
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
畑
野
地
区
）

　
１
月
12
日(

土)

、
畑
野
母
子
健
康
セ
ン
タ

ー
を
会
場
に
「
新
春
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
親
子
32
名
の
参
加
が
あ
り
、
映
写

会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
お

腹
が
空
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
お
待
ち
か
ね
の

餅
つ
き
と
な
り
、
雪
の
舞
い
散
る
中
「
１
・

２
・
３…

」
と
お
餅
を
つ
く
回
数
を
数
え
な
が

ら
、
み
ん
な
で
元
気
よ
く
つ
き
、
子
ど
も
た
ち

は
、
あ
ん
こ
や
き
な
粉
を
つ
け
た
お
餅
と
と
り

汁
を
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　
寒
い
１
日
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、

参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
や
餅
つ

き
で
身
体
の
中
か

ら
温
ま
り
元
気
い

っ
ぱ
い
に
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

図書館への届出をお忘れなく
　春は引っ越しをする人が多い時期です。

　住所変更等されたときは、お近くの図書館・図書室に

おいても住所変更の手続きをお願いします。

まだお返しいただいていない本はありませんか？
　図書館から借りたままの本がご自宅にありませんか？

　図書館資料の借受期間は２週間です。

　１回に限り、１週間の借受期間の延長ができます。電

話連絡での延長も可能です。

　なお、予約が入っている資料の借受期間の延長はでき

ませんので、ご了承ください。

中央図書館で無線ＬＡＮサービスが使えます
　中央図書館では、公衆無線ＬＡＮサービスを提供していま

す。お手持ちのパソコンやスマートフォン、タブレット端末など

で、館内で自由にインターネットに接続することができます。

　なお、プロバイダによるフィルタリングサービスを利

用しているため、一部のサイトは閲覧できません。

　また、電源供給はしておりませんので、バッテリーで

の対応をお願いします。

　サービス利用を希望される方は、中央図書館カウンタ

ーにてお申し込みください。

ジオパーク推進室　市橋さんオススメ本
①「世界のジオパーク」世界のジオパーク編集委
員会、日本ジオパークネットワークＪＧＮ∥共
編（オーム社）
　世界ジオパークに認定されたジオパークをコン
パクトかつわかりやすく解説してあり、ジオパー
ク初心者におすすめ。日本のジオパークは、洞爺
湖有珠、糸魚川、島原半島の３か所が紹介され
ています。
②「ローマ法王に米を食べさせた男」高野誠鮮∥
著（講談社）
　過疎高齢化の石川県羽咋市の神小原地区を少
ない予算で、限界集落から立ち直らせた市役
所職員、30のアイディア集。

＊他にもいろいろ図書館で読めるジオパーク関連本＊
「地形がわかるフィールド図鑑」（誠文堂新光社）
「地層の見方がわかるフィールド図鑑」（誠文堂新光社）
「化石図鑑」（誠文堂新光社）
「ジオパーク・マネジメント入門」（オーム社）

じょうせん

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
☎27－4185
（両津支所内）
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①「たちねぷた」と
　お祭り広場からの会場風景
①「たちねぷた」と
　お祭り広場からの会場風景

②「佐渡のうまいもんと北雪の地酒」
　のお店で奮闘する皆さん
②「佐渡のうまいもんと北雪の地酒」
　のお店で奮闘する皆さん

佐渡連合商工会が「ふるさと祭り東京」に出展
　新春１月12日(土)から20日(日)まで、「ふるさと祭り東京」（主催：
フジテレビほか）が東京都文京区の東京ドームで開催された。「日本
のまつり・故郷の味」をテーマに全国各地の“祭り”と“うまい”が東
京ドームいっぱいに集結。「ご当地“祭り”の共演」、３００を超える

お店による「ご当地“味”の饗宴」、「全国ご当地どんぶり選手権」を
目当てに連日大勢の客が訪れた。（写真①）
　今回、佐渡連合商工会が「佐渡のうまいもんと北雪の地酒」（写
真②）と「佐渡天然ブリカツ丼」（写真③）の２店を初出展した。
　全国的に知名度の高いお店が並ぶ中、佐渡の２店の販売員の皆
さんは連日大声を張り上げ客の呼び込みに奮闘していた。一方、
出展を支援するため、首都圏佐渡連合会から「若波会」、「おけ
さ友愛会」、「佐渡こがね会」の民謡３団体が２日間３回にわた
り出演、「ふるさとステージ」において相川音頭、佐渡おけさの
唄と踊りを披露、併せて佐渡観光のＰＲを行った。（写真④）
　このイベント情報は、テレビ、新聞等を通じて全国に発信さ
れることから、佐渡観光を宣伝するためにも来年も継続して出
展されることが望ましいとの思いを強くした。

（文責　首都圏佐渡連合会文化芸能部会長　元田利夫）

　両津高等学校の閉校にあたり、67
年間の歴史を記念誌にまとめました。
　ご希望の方に頒布いたしたいと存
じます。
　　・Ａ４版　124ページ（予定）
　　・頒布価格　2000円
　下記の場所にて扱っています。
　　・両津高等学校事務室
　　・両津地区書店
　　　 藤井書店、丸屋書店、石川書店
※現金引換えにてお願いします。
※部数に限りがありますので、無く
なり次第締め切ります。

両津高等学校閉校記念事業実行委員会

★面談方式です。事前にご予約ください。
日時　３月25日(月)～29日(金)
　　　午後１時～５時
場所　市内の各司法書士事務所
・土地や建物の売買、贈与、相続、担
保権の設定等の手続き
・会社・法人の設立、変更等の登記問題
・建物の新築、増築についての手続き
・金銭の貸し借り、借地・借家等のト
ラブルの申し立て
・多重債務者の調停、訴訟、自己破産
等による救済の申し立て
・訪問販売の解約、保証人、隣地間の
もめ事等の手続き
・家庭内の人間関係と結婚、離婚、内
縁等の問題の手続き
・遺言の方法と相続手続き
・高齢者の今後の財産管理等（生前贈
与・遺言・負担付遺贈・死因贈与・信
託・財産管理委任契約等の手続き）
その他、お気軽にご相談ください。
お問い合わせ
司法書士会佐渡支部　☎55-３１１７

　現在、防災・安心情報、火災情報、観光情報、くらし
の情報を配信している佐渡市メール配信サービスに、
新たに「島外イベント情報」の配信を開始します。
　この情報は、主に関東地区で開催される物産展
などのイベント情報を、島外にお住まいのご家族や
ご友人の皆さまにご案内するものです。
　ぜひ、このサービスをご紹介してください。毎月１
～２回の定期配信を予定しています。

  登録方法
●すでに佐渡市メール配信サービスに登録している方
　psc1.henko@fofa.jpに空メールを送信し、返信メールの案
内に従って変更登録をしてください。
●新たに佐渡市メール配信サービスに登録したい方
　psc1.sado@fofa.jpに空メールを送信すると、仮受付メール
が返信されますので、案内に従って新規登録をしてください。
　迷惑メール設定をしている場合は、仮登録に先だって、必ず
「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。
※右の二次元コードもご利用になれます。
※空メールとは件名・本文を入力せずに送る
　メールのことです。
登録に関するお問い合わせ
市役所地域振興課　情報政策係☎63－5139
サービス内容に関するお問い合わせ
市役所地域振興課　離島交流係☎63－4152

「両津高等学校閉校記念誌」
の頒布について

司法書士による無料法律相談

③「佐渡天然ブリカツ丼」の
　お店で奮闘する皆さん
③「佐渡天然ブリカツ丼」の
　お店で奮闘する皆さん

④「佐渡おけさ」を楽しむ観衆④「佐渡おけさ」を楽しむ観衆

佐渡市メール配信サービスに
新しく「島外イベント情報」を追加！

件名 島外イベント情報
‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
〇月〇日に東京・表参道新潟
館ネスパスにて佐渡物産展
が開催されます。

きょうえん

首都圏情報コーナー
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 1.12～2.11届出

地  区  名 大  字  名

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命  日

1.7

1.10

1.10

1.10

1.29

1.31

2.6

1.9

1.30

1.16

1.21

1.25

聡

祥太

康司

武治

庄司

義博

寛之

誠

義昭

真彦

貴男

哲也

両　津

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

佐和田

　〃

金　井

　〃

　〃

吾潟

加茂歌代

上横山

片野尾

加茂歌代

歌見

野浦

八幡

八幡

泉

千種

千種

（ももか）

（もあ）

（ゆうと）

（みやび）

（はる）

（ゆい）

（かいじ）

（ゆうあ）

（ひな）

（ゆりな）

（えな）

（めい）

渡　邉　桃　果

茨　城　百　愛

金　子　結　音

吉　田　　　雅

飯　島　　　春

田　中　結　衣

山　口　魁　士

中　村　結　愛

本　間　姫　菜

筧　　　由里奈

山　城　瑛　尚

和　田　明　愛

1.11

1.11

1.11

1.14

1.18

1.22

1.22

1.23

1.25

1.26

1.29

1.29

1.29

1.31

1.31

2.3

2.3

2.8

2.8

2.9

2.9

2.9

2.11

2.11

1.19

1.24

1.25

1.25

1.28

1.31

1.31

2.3

2.9

1.16

1.22

1.23

1.26

1.26

1.29

1.31

2.4

85

70

92

90

83

86

85

86

75

96

94

86

91

84

83

81

86

68

98

87

86

87

83

94

98

93

95

95

90

67

45

85

85

80

86

87

84

92

66

91

75

両　津

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

吾潟

加茂歌代

両津夷

加茂歌代

河崎

梅津

両津夷

梅津

住吉

両津福浦二町目

潟端

下久知

両津夷

春日

長江

原黒

両津夷

住吉

羽吉

加茂歌代

加茂歌代

真木

片野尾

春日

相川鹿伏

二見

相川板町

米郷

相川二町目浜町

相川下戸町

達者

姫津

五十浦

八幡

河原田諏訪町

窪田

中原

石田

河原田本町

八幡

河原田本町

熊　谷　成　夫

小　林　利　夫

山　本　セ　ツ

佐　藤　テル子

夏　井　キヨミ

齋　藤　宗　子

関　東　三　郎

本　間　覚　二

後　藤　宗　俊

安　本　チ　ヨ

甲　斐　ハ　ツ

本　間　輝　樹

猪　羽　市衛門

渡　邉　敏　男

神　尾　榮太郎

関　東　ハツノ

渋　谷　榮　市

神　藏　正　春

河　崎　曉　輔

榎　　　榮　吉

後　藤　　　美

松　田　カヅヱ

宇　治　典　峰

近　藤　元　春

竹　内　ツ　マ

髙　田　　太郎

山　田　ト　シ

山　本　悌次郎

竹　内　初　枝

岩　佐　賢　二

本　田　道　隆　

山　本　ミヨシ

渋　谷　佐　市

本　間　成　子

川　口　夕　子

川　井　小一郎

金　澤　信　也

山　田　ノブヨ

野　沢　壽美惠

石　井　恭一郎

渡　邉　　　武

2.7

2.9

1.13

1.14

1.14

1.17

1.21

1.27

1.28

2.8

1.18

1.19

1.22

1.13

1.23

1.28

1.29

2.2

2.3

2.3

2.4

1.13

1.15

1.15

1.21

1.23

1.29

2.3

2.3

2.8

1.18

1.20

2.1

2.1

1.11

1.18

1.20

1.20

1.25

1.26

1.30

87

70

78

104

72

85

85

86

71

91

92

61

99

67

96

96

44

63

89

82

88

90

52

80

78

61

82

84

33

84

96

78

86

97

92

78

92

90

86

82

76

佐和田

　〃

金　井

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

新　穂

　〃

　〃

畑　野

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

真　野

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

小　木

羽　茂

　〃

　〃

赤　泊

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

八幡

河原田諏訪町

千種

貝塚

泉

千種

金井新保

貝塚

千種

中興

新穂大野

新穂武井

新穂舟下

宮川

寺田

畑野

畑野

飯持

畑野

三宮

畑野

真野新町

大倉谷

豊田

長石

竹田

吉岡

西三川

長石

豊田

江積

羽茂村山

羽茂本郷

羽茂本郷

三川

徳和

杉野浦

赤泊

下川茂

莚場

徳和

石　井　チヨノ

本　間　道　宏

兒　玉　四　郎

畑　中　コ　ン

矢　邉　達　代

大　地　チヨノ

桑　原　敏　夫

川　上　哲五郎

犛　山　謙　　

柴　坂　マサエ

土　屋　シゲノ

田　長　アサ子

佐々木　　　綾

福　田　健　一

小　田　ナ　ツ

青　木　フ　サ

伊　藤　八恵美

佐　藤　久　子

本　間　ヤ　ス

松　井　三　次

本　間　長太郎

相　良　ナ　ツ

佐　藤　成　男

福　島　良　雄

三　浦　純一郎

遠　藤　秀　高

　　林　ミヤイ

朝　夷　百　合

三　浦　真由美

本　間　セ　ツ

石　塚　マ　ス

早　川　アキ子

北　嶋　フ　ミ

竪　野　ミ　ヤ

石　田　　　枝

中　川　明　治

勝　浦　キクヱ

　　井　健　次

風　間　　　雄

山　本　德　一

安　藤　　　豊

1.26

2.5

1.7

2.1

1.17

1.23

1.17

1.31

1.14

1.25

2.1

賢司

肇

昌宏

正仁

直也

義久

潤一

磨

徹

朋哉

康則

金　井

　〃

畑　野

　〃

真　野

　〃

小　木

　〃

羽　茂

赤　泊

　〃

千種

千種

畑野

栗野江

大須

竹田

小木木野浦

小木

羽茂村山

下川茂

徳和

（ゆき）

（とうま）

（そうた）

（みき）

（るか）

（えいと）

（るいと）

（きょうたろう）

（けんと）

（まなと）

（しょうご）

小田桐　ゆ　き

坂　下　登　真

椿　　　創　太

本　間　美　樹

後　藤　瑠　伽

志　和　瑛　斗

榊　原　瑠　紘

中　川　恭太郎

河　内　謙　翔

池　　　真　叶

岩　間　祥　吾

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）
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　学校給食では、食育の推進

と地場産物の使用拡大を目指

し『地産地消』に取り組んで

います。この日の佐渡産食材

は、米、牛乳、ブロッコリー、

キャベツ、南蛮えび、大根、長ねぎでした。なお、地元

赤泊産はブロッコリー、南蛮えび、長ねぎでした。

　この日の献立は、児童が考えた「川茂小学校リクエス

ト献立」でした。献立をたてる際は、栄養バランスや人

の好み、旬の食材、地産地消などを考えてもらいまし

た。かに、赤泊菜、佐渡プリンなどの食材名が挙がり、

子どもたちは地元の味を十分理解しているようでした。

汁物では、かにのみそ汁が一番人気でしたが、地元産の

かには禁漁期間中で使用できないため、この日は、南蛮

えびをみそ汁にしました。まろやかなだしの味を堪能

し、大好きな甘辛トンカツ、豆乳アイスがついた「リク

エスト献立」に大満

足の子どもたちでし

た。楽しい給食時間

の思い出と赤泊の味

をいつまでも忘れな

いでいてほしいと思

います。

①ながもは、熱湯に入れて

鮮やかな緑色にします。

　冷水に入れて、水気をき

ります。

②①を2㎝ほどに刻み、ボ

ウルに入れます。

③②に割いたカニかまぼこ

とかつお節、マヨネー

ズ、こしょうで和えて塩

で味を調えます。

朝食メニュー
●ごはん
●みそ汁
●鮭の和風マリネ
●ながものマヨネーズ和え
（佐渡産）
●キウイ（佐渡産）

ナガモ職人
高山 哲栄さん  （河崎）

給食の様子

　ナガモは和名をアカモクとい

い、日本各地の沿岸に分布し、秋

から冬にかけて５ｍ以上にも成長

するので、佐渡では「ナガモ（長

藻）」と呼ばれ、昔から食べられ

てきました。湯通しすると茶色か

ら鮮やかな緑色になり、刻むとと

ろろのようなとろみがでます。近

年、ナガモの研究が進み、ぬめり成分のフコイダンやミネラ

ル、ビタミンＫなどが豊富に含まれることから、健康食品と

して注目されてきています。

　高山さんは、ナガモを出荷するようになったのは２年目と

のことで、詳しいことはわからないよと言いながらも、気さ

くにインタビューに応じてくれました。ナガモ漁で苦労する

ことは特にないそうで、他の漁に比べると楽とのことでし

た。ただ、漁の期間が非常に短いことが残念なところだそう

です。ナガモのおすすめの食べ方は、温かい丼飯に刻んでと

ろとろのナガモをかけて食べることだそうです。

●材料（１人分）

・ながも 30ｇ

・カニかまぼこ 2本

・かつお節 1/2パック

調味料

・マヨネーズ 大さじ1/2

・ブラックペッパー 少々

・塩 少々

ごはん、牛乳、甘辛トンカツ、
海そうサラダ、えびのみそ汁、
豆乳アイス

簡単！朝食レシピ

旬の仕事人
～地産地消で佐渡を元氣にしよう！～

とれたて！

ナガモ（アカモク）

学校給食
チオシイ

食育 元気⑫
笑顔まるごと！
シリーズ

ながものマヨネーズ和え

川茂小学校
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■発行・編集　佐渡市役所 総務課広報広聴係 〒952-1292 佐渡市千種232番地　■発行日 平成25年3月10日
　TEL0259（63）3111・FAX0259（63）3300　　ホームページアドレス http://www.city.sado.ni igata.jp

市の面積　855.33㎢（平成23年10月1日）　市の海岸線280.3km（平成21年3月31日）

市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

毎月第1・3金曜 午後5時から  ＣＮＳ情報番組「さどチャン」内で放送中！

投稿方法　メール、FAX、ハガキに、お名前と相談内容を書いてお送りください。
　　　　　(お名前はペンネームでもかまいません)
　※メール　help@city.sado.niigata.jp　　※FAX  51-2040
　※ハガキ　〒952-0318 佐渡市真野新町489番地 CNSテレビ
　　　　 　「助けてドクター!」係　まで
○佐渡総合病院、両津・相川病院に投稿ポストを設置しています！
　こちらもご利用ください。　
お問い合わせ　CNSテレビ　☎51-2030

アドレス psc1.sado@fofa.jpに空メールを
送ると、仮受付メールが返信されますので、
案内にしたがって本登録してください。

佐渡市メール配信サービス
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、

　観光イベント情報、くらしの情報、島外イベント情報

お問い合わせ  市役所地域振興課（情報政策係）☎63-5139

「助けてドクター！」子どもからお年寄りまで、あらゆる世代の
身体や病気のお悩みを解決します！ 

 
 

スタート（フルマラソン）／午前９時30分（おんでこドーム付近 スタート・フィニッシュ）
コース／おんでこドーム付近（スタート・フィニッシュ）～
　　　　 南線～国仲線～佐渡市役所～金畑線～国道国仲バイパス～佐渡市消防本部～金丸農村公園の折返しコース
交通規制／全コースで、選手通過時間帯は通行止めになります。（各区間で規制時間が異なります。）
　おんでこドーム付近は、午前７時30分から午後５時まで交通規制になります。ご協力をお願いいたします。
迂回路／コースより北側は国道350号線（本線）を、南側は広域農道佐渡線を利用してください。また、新穂地区のコ
ース北側は横宿線経由で国道350号線を利用してください。当日は看板を設置し迂回路のご案内をいたします。
路線バス／大会当日は、競技コースと重複する南線、国仲線および岩首線の一部便に運休または遅れを生じる場合が
あります。また、南線（新穂～両津）の代替として横宿線（新穂～両津）を臨時運行します。
※コースの詳細、迂回路、路線バス等については、大会ホームページ、ケーブルテレビおよび各戸にチラシを配布し
てご案内いたします。
大会に関するお問い合わせ先／一般財団法人 佐渡市スポーツ振興財団 佐渡トキマラソン事務局（アミューズメント佐渡２階）
　　　　　　　　　　　　　　☎52ｰ3800（平日  午前８時30分～午後５時）　ホームページ http//www.scsf . jp/

選手の通過中は、下記の区間・時間帯で車両通行止めとなります。
市民の皆さまにはご不便をおかけしますが、ご理解、ご協力をお願いいたします。
選手の通過中は、下記の区間・時間帯で車両通行止めとなります。
市民の皆さまにはご不便をおかけしますが、ご理解、ご協力をお願いいたします。

４月７日（日） 祝 市政施行10年 佐渡トキマラソン２０１３開催４月７日（日） 祝 市政施行10年 佐渡トキマラソン２０１３開催
交通規制にご協力をお願いいたします交通規制にご協力をお願いいたします
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